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水質浄化に活用が期待されるシチトウイ

研究成果　環境に配慮した休耕田の活用２

田んぼの環境では、脱窒菌という微生物の働きによって、土の中の窒素が大気中に放
出される。このため田んぼの環境によって窒素を浄化することが可能なのである。 　
ところが前ページで紹介したように、表層に植物体が多い休耕田は、脱窒菌のエネル
ギー源となる有機物が多いため、より多くの窒素が浄化される。そこで、植物に窒素を
吸収させるのではなく、植物が枯れることで土の中に有機物を供給し、脱窒菌の働きを
高めるという観点で、水質浄化技術の開発を試みた。 　
休耕田環境に生育する植物 8 種から、「①冬に枯れること」、「②脱窒菌のエネルギー
となる炭素の含有率が高いこと」に着目してスクリーニングを行った結果、カヤツリグ
サ科のシチトウイが水質浄化に優れていると評価された。 　
シチトウイは「遠州い」とも呼ばれ、かつて畳の原料として浜名湖沿岸で盛んに栽培
されていた植物でもある。シチトウイを用いた水質浄化は、植物体の除去を必要としな
いが、高さは 1m ほどなので、簡単に収穫することもできる。シチトウイで水をきれい
にしながら、伝統の「遠州い」のござを編んでみるというのも悪くないのではないだろ
うか。　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（稲垣栄洋　岡山大学との共同研究）

イネを食害する斑点米カメムシは、イネに移る前には、田んぼの周辺に生えるメヒシ
バやエノコログサ、イヌビエなどのイネ科の雑草に生息していることが知られている。 
　ふつうの植物は成長点が茎の先端にあるのに対して、イネ科の植物は成長点が地面に
近いところにあることから、草刈り作業によって成長点を失うことが少なく、草刈り後
の伸長が他の雑草より早い特徴を持っている。そのため、草刈りをやりすぎると、イネ
科以外の植物の成長が抑制され、イネ科の植物ばかりが広がってしまうのである。とは
いえ、草刈りをまったくやらないわけにはいかない。 　
そこで、県内 10 地区を対象に、草刈り時に高さを少し高くすることによって、イネ
科以外の植物に対するダメージを弱くすることを試みた。まず心配されるのは、草の高
さが押さえられずに高く伸びてしまうのではないかということである。しかし、草刈り
によって横に伸びる植物が広がり、通常の草刈りに比べて目立つほど高くはならなかっ
た。それでは、イネ科雑草の抑制効果はどうだっただろうか。草刈りの時期や、もとも
と生えている植物の種類数によって効果は異なるが、いずれの試験においても高く草を
刈ることによって斑点米カメムシの発生源であるイネ科雑草を抑えることができた。 　
　草を高く刈ることは、刈り払い機の刃で石を飛ばしたりすることも少なく安全性の向
上も期待される。現在、複数の農機具メーカーと共同で高草刈り用の刈り払い機の開発
に取り組んでいるところである。　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（稲垣栄洋）

植物を利用した水質浄化技術についてはさまざまな研究が行われている。しかし、植物に窒素分を吸収
させて植物を除去する従来の方法は、窒素を大量に吸収する大型の植物や繁殖力の旺盛な外来植物が利用
され、除去作業が困難であるという問題があった。
そこで、本研究では、植物の力と土の力を組み合わせた新しい水質浄化法を検討した。

植物と土とで水をきれいにする　― 「遠州い」を活用した新しい水質浄化法  ―

研究成果　害虫の発生を防ぐ畦畔管理１

あぜや雑草地の草刈りは、雑草や害虫の発生を抑える上で重要な作業である。
ところが、調査してみると草刈りをすることによって、かえって田んぼの害虫である斑点米カメムシ

が増加してしまう例が見られた。雑草や害虫を抑えるはずの草刈りによって、どうして害虫が増えてし
まったのだろうか？

草刈りは、やりすぎに注意　― 草刈り高が問題雑草の発生に及ぼす影響  ―

休耕田植物を用いた新しい浄化技術
植物を使った従来の水質浄化技術

● 大型の植物を使うため、管理が困難。
● 増殖能力の高い侵略的な外来種。
● 植物の除去作業の労力がかかる。

我々が提案した新しい技術

● 植物残渣から有機物を供給し、
  微生物（脱窒菌）の能力を向上。
● 管理の容易な中型の在来植生。
● 植物の除去作業が不要。

高草刈りによるイネ科雑草の抑制効果

草刈りによって問題雑草が増えるしくみ

普通刈り 高刈り

斑点米カメムシの餌雑草の植被率（％）

問題雑草が生長 刈取り直後 刈取り時

イネ科雑草は成長点が低いため、
生き残り蔓延する。

イネ科以外の植物は、成長点が
高いため、死滅する。


